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支
部
長
交
替

支
部
評
議
員
交
替

平
成
29
年
度 

評
議
員
会
開
催

事
業
計
画
な
ど
原
案
ど
お
り
承
認

北
杜
会　

平
成
29
年
4
月
1
日
付

　

工
藤　

一
幸　

氏　

→

　

湯
口　

雄
司　

氏
（
評
議
員
兼
務
）

　
（
昭
和
54
年
工
学
部
卒
業
）

岩
田
地
崎
建
設
支
部　

平
成
29
年
4
月
1
日
付

　

三
好　
　

修　

氏　

→

　

武
田　
　

稔　

氏

　
（
昭
和
58
年
工
学
部
卒
業
）

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会　

平
成
29
年
4
月
1
日
付

　

山
際　

廣
昭　

氏　

→

　

名
越　
　

茂　

氏
（
評
議
員
兼
務
）

　
（
昭
和
49
年
経
済
学
部
卒
業
）

小
樽
支
部　

平
成
29
年
5
月
20
日
付

　

金
澤　
　

治　

氏　

→

　

山
本　

忠
広　

氏

　
（
昭
和
53
年
経
済
学
部
卒
業
）

北
海
学
園
大
学
支
部　

平
成
29
年
5
月
23
日
付

　

堀
内　
　

彰　

氏　

→

　

楠　
　

智
裕　

氏
（
評
議
員
兼
務
）

　
（
昭
和
63
年
経
済
学
部
卒
業
）

岩
見
沢
市
役
所
支
部　

平
成
29
年
5
月
24
日
付

　

瀬
尾　

裕
明　

氏　

→

　

木
下　

直
人　

氏
（
評
議
員
兼
務
）

　
（
昭
和
58
年
工
学
部
卒
業
）

江
別
市
役
所
支
部　

平
成
29
年
5
月
26
日
付

　

吉
岡　

和
彦　

氏　

→

　

佐
藤　

貴
史　

氏

　
（
昭
和
58
年
経
済
学
部
卒
業
）

北
広
島
市
役
所
支
部　

平
成
29
年
6
月
29
日
付

　

櫻
井　

芳
信　

氏　

→

　

山
田　
　

基　

氏

　
（
平
成
4
年
工
学
部
卒
業
）

東
園
会　

平
成
29
年
8
月
3
日
付

　

大
庭　

雄
一　

氏　

→

　

武
田　

一
樹　

氏

　
（
昭
和
58
年
経
済
学
部
卒
業
）

北
広
島
市
役
所
支
部　
平
成
29
年
6
月
29
日
付

　

及
川　

幸
紀　

氏　

→

　

河
合　
　

一　

氏

　
（
平
成
6
年
法
学
部
卒
業
）

東
園
会　

平
成
29
年
8
月
3
日
付

　

武
田　

一
樹　

氏　

→

　

藤
井　

雅
文　

氏

　
（
昭
和
57
年
経
済
学
部
卒
業
）

第
５
号
議
案

　

支
部
の
設
置
認
可
に
つ
い
て
、
事

務
局
の
大
橋
孝
行
よ
り
支
部
設
置
申

請
が
江
別
支
部
か
ら
平
成
28
年
9
月

18
日
提
出
さ
れ
、
平
成
29
年
1
月
13

日
開
催
の
第
4
回
幹
事
会
で
承
認
さ

れ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

　

そ
の
他　

な
し

（
評
議
員
会
資
料
は
、
14
・
15
頁
に

掲
載
）

り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

　

顧
問
の
推
戴
に
つ
い
て
、
事
務
局

の
大
橋
孝
行
よ
り
4
月
か
ら
学
長
に

就
任
し
た
安
酸
敏
眞
氏
を
会
則
に
よ

り
顧
問
に
推
戴
し
た
旨
報
告
さ
れ

た
。

第
４
号
議
案

　

奨
学
金
に
つ
い
て
、
北
海
学
園
大

学
同
窓
会
奨
学
金
規
定
並
び
に
北
海

学
園
大
学
同
窓
会
奨
学
支
援
実
施
細

則
に
基
づ
き
、
第
Ⅰ
種
同
窓
会
奨
学

金
は
、
大
学
の
選
出
し
た
奨
学
金
候

補
者
に
つ
い
て
同
窓
会
の
選
考
委
員

会
で
審
議
を
行
い
、
第
3
回
幹
事
会

で
承
認
、
決
定
す
る
旨
報
告
さ
れ
た
。

　

平
成
29
年
度
の
同
窓
会
評
議
員
会

が
6
月
23
日
（
金
）
午
後
6
時
か
ら

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　

卒
業
期
98
名
、
地
域
・
職
域
支
部

49
名
の
評
議
員
計
1
4
7
名
（
委

任
状
含
む
）
と
同
窓
会
役
員
47
名
（
委

任
状
含
む
）
が
出
席
し
た
。

　

開
会
後
、
物
故
会
員
に
対
す
る
全

員
で
の
黙
祷
の
の
ち
、
次
第
に
よ
り

会
議
に
入
っ
た
。
名
塩
良
一
郎
同
窓

会
副
会
長
よ
り
日
本
経
済
の
厳
し
い

状
況
、
少
子
化
現
象
等
、
私
学
を
取

り
巻
く
環
境
も
厳
し
く
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
挨
拶
が
あ
り
、
議
長

に
板
垣
俊
夫
氏
（
法
学
・
昭
和
46
年

卒
）、副
議
長
に
桑
山
和
夫
氏
（
経
済
・

昭
和
46
年
卒
）、
議
事
録
署
名
人
に

卒
業
期
か
ら
髙
野
勝
義
氏
（
経
済
・

昭
和
42
年
卒
）、
地
域
・
職
域
支
部

か
ら
澤
定
夫
氏
（
経
済
・
昭
和
31
年

卒
・
関
西
支
部
長
）
を
選
出
し
、
議

事
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案

　

平
成
28
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に

つ
い
て
、
事
務
局
の
大

橋
孝
行
と
佐
々
木
啓
明

か
ら
報
告
が
あ
り
、
そ

の
報
告
を
受
け
て
会
計

監
事
を
代
表
し
横
谷
貞

夫
氏
（
短
大
土
Ⅱ
・
昭

和
39
年
卒
）
か
ら
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

　

平
成
29
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
、
事

務
局
の
大
橋
孝
行
と

佐
々
木
啓
明
よ
り
説
明

が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
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北
海
学
園
大
学
同
窓
会
の
会
員
諸

氏
の
皆
さ
ま
、
こ
の
4
月
1
日
よ
り

第
10
代
学
長
に
就
任
し
た
安
酸
敏
眞

（
や
す
か
た
・
と
し
ま
さ
）
で
す
。

ま
ず
は
簡
単
な
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
と
、
わ
た
し
は
昭
和
27
年

鳥
取
県
米
子
市
に
生
ま
れ
（
6
人

き
ょ
う
だ
い
の
長
男
、
た
だ
し
上
か

ら
4
番
目
）、
中
学
で
は
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
、
高
校
で
は
剣
道
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
（
今
か
ら
思
え
ば
、

こ
の
不
調
和
な
結
び
つ
き
が
そ
の
後

の
歩
み
を
暗
示
し
て
い
ま
す
）。

　

昭
和
45
年
、
京
都
大
学
工
学
部
合

成
化
学
科
に
入
学
し
た
も
の
の
、
あ

え
な
く
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
、
2

年
後
に
文
学
部
哲
学
科
キ
リ
ス
ト
教

学
専
攻
に
転
部
し
ま
し
た
。
学
部
と

大
学
院
合
わ
せ
て
10
年
間
そ
こ
で
学

ん
だ
後
、
昭
和
55
年
8
月
か
ら
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
奨
学
生
と
し
て

米
国
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
大
学

院
博
士
課
程
に
留
学
し
、
さ
ら
に
昭

和
58
年
12
月
か
ら
は
、
西
独
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
研
鑽
を
積
み
ま

し
た
。
昭
和
60
年
早
春
、
P
h
.

D
.
の
学
位
を
得
て
凱
旋
帰
国
し
ま

し
た
が
、
生
憎
ど
の
大
学
に
も
非
常

勤
の
口
す
ら
な
く
、
や
む
な
く
東
京

で
2
年
半
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を

致
し
ま
し
た
。
し
か
し
捨
て
る
神
あ

れ
ば
拾
う
神
あ
り
で
、
ア
メ
リ
カ
留

学
時
代
の
友
人
（
J
I
C
A
勤
務
）

の
口
利
き
で
、
日
本
生
産
性
本
部
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
協
力
室
（
の
ち
に
海
外

技
術
協
力
部
に
改
称
）
の
嘱
託
に
採

用
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
女
性
と
ペ
ア

を
組
ん
で
、
日
本
式
経
営
に
関
す
る

英
文
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
に
励
み
ま
し
た
。
当
時
は

E
.
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
の
『
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
と
い
う
本

が
話
題
を
呼
び
、
日
本
的
経
営
が
世

界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
た
時
代
で

し
た
。
英
文
の
研
修
用
テ
キ
ス
ト
を

編
集
す
る
こ
の
仕
事
は
、
日
本
式
経

営
の
技
術
や
ノ
ー
ハ
ウ
を
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
移
転
す
る
国
家
間
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。
経
済
や
経
営
の
知
識
を
全
く
持

ち
合
わ
せ
な
い
自
分
で
し
た
が
、
こ

の
と
き
に
生
産
性
の
三
原
則
、
マ
ズ

ロ
ー
の
欲
求
5
段
階
説
、
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
、
O
J
T
な
ど
と
い
う
用

語
や
、
人
事
考
課
や
生
産
管
理
な
ど

に
つ
い
て
も
は
じ
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

大
学
に
定
職
を
得
た
の
は
昭
和
62

年
10
月
の
こ
と
で
、
岩
手
県
の
盛
岡

大
学
に
助
教
授
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
埼
玉
県
の
聖
学
院

大
学
か
ら
お
声
が
か
か
り
移
籍
し
ま

し
た
が
（
聖
学
院
大
学
に
は
11
年
間

奉
職
）、
そ
の
間
も
自
然
豊
か
な
岩

手
県
滝
沢
村
の
自
宅
に
住
み
続
け
、

盛
岡
と
大
宮
を
毎
週
新
幹
線
で
往
復

す
る
変
則
的
な
単
身
赴
任
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
14
年
前
に
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
設
立
の

た
め
に
、
乞
わ
れ
て
本
学
人
文
学
部

英
米
文
化
学
科
に
着
任
し
ま
し
た
。

学
部
の
科
目
と
し
て
は
「
欧
米
思
想

史
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
概
論
」「
ア

メ
リ
カ
文
化
論
」「
人
文
学
概
論
」「
専

門
演
習
」
な
ど
を
担
当
し
て
き
ま
し

た
。
学
内
業
務
と
し
て
は
、
平
成
22

年
か
ら
25
年
ま
で
人
文
学
部
長
を
、

26
年
か
ら
29
年
3
月
ま
で
図
書
館
長

を
務
め
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
わ
た
し
は
紆
余

曲
折
の
人
生
行
路
を
歩
ん
で
き
ま
し

た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
学
と
か
人
文

学
と
い
っ
た
専
門
分
野
か
ら
連
想
さ

れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
た
、

か
な
り
型
破
り
な
思
考
を
身
に
つ
け

て
い
ま
す
。「
習
い
性
と
な
る
」
と

言
い
ま
す
が
、
逆
境
の
な
か
で
起
伏

の
激
し
い
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た

の
で
、
い
つ
し
か
自
分
の
生
来
の
性

格
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
小
学

4
年
生
の
時
、
学
芸
会
で
の
主
役
に

抜
擢
さ
れ
た
の
が
嫌
で
、
仮
病
を

使
っ
て
学
校
を
休
ん
だ
か
つ
て
の
内

気
な
少
年
は
、
今
で
は
大
胆
な
言
動

も
厭
わ
ぬ
輩
に
な
り
ま
し
た
。
協
調

性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
が
、
上
昇
志

向
が
強
く
、
進
取
の
精
神
に
富
み
、

型
に
嵌
ま
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
そ
れ

で
い
て
反
時
代
的
で
天
邪
鬼
！　

こ

れ
が
現
在
の
わ
た
し
の
自
己
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
少
し
比
喩
的
に
表
現
す
れ

ば
、
広
大
な
大
地
の
上
を
勝
手
気
ま

ま
に

─
と
き
に
疾
く
、
と
き
に

ゆ
っ
た
り
と

─
移
動
す
る

「
浮は

ぐ
れ
ぐ
も

浪
雲
」、
そ
れ
が
自
分
な
り
の
自

画
像
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
破
天
荒
な
わ

た
し
が
由
緒
あ
る
北
海
学
園
大
学
の

学
長
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
か

ら
、
教
職
員
や
学
生
た
ち
の
み
な
ら

ず
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ

て
も
、
大
学
運
営
に
関
す
る
わ
た
し

の
手
腕
と
将
来
構
想
に
つ
い
て
、
大

い
に
関
心
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

わ
た
し
の
基
本
的
姿
勢
は
、「
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
将
来
を
切
り
拓

く
」
と
い
う
一
語
に
尽
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
北
海
道
と
い
う
地
域
に
根
差

し
、
地
域
に
密
着
し
た
大
学
と
し
て

の
過
去
の
遺
産
を
し
っ
か
り
受
け
継

ぎ
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を

逞
し
く
生
き
抜
く
有
為
な
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
が
北

海
学
園
大
学
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
特
性

（
北
海
道
）
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
特

性
（
札
幌
）
と
が
交
差
す
る
魅
力
的

な
地
点
に
立
脚
し
て
い
ま
す
。
こ
の

利
点
を
活
か
し
た
新
た
な
大
学
づ
く

り
こ
そ
、
わ
た
し
が
目
指
す
と
こ
ろ

で
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
方
の
熱
い

ご
支
持
を
切
に
乞
う
次
第
で
す
。

本
年
3
月
31
日
で
退
任
さ
れ
た
木
村
和
範
前
学
長
の
あ
と
を
継
い
で
、

4
月
1
日
よ
り
安
酸
敏
眞
・
人
文
学
部
教
授
が
10
代
目
学
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

新
学
長
挨
拶

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

　
学
長
と
し
て
の
抱
負

学
長
　
安
酸
　
敏
眞
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イ
ン
テ
リ
ア
・
家
具
小
売
業
大
手
の
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
〈
似
鳥
昭
雄
代
表
取
締
役
会
長
（
経
済
学
部
昭

和
41
年
卒
・
13
期
生
）〉
が
、
小
樽
市
の
歴
史
的
建
造
物
を
活

用
し
た
「
小
樽
芸
術
村
」
を
、
9
月
1
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
さ
せ
ま
し
た
。
北
海
道
に
生
ま
れ
日
本
を
代
表
す
る
企
業
に

ま
で
育
て
ら
れ
た
長
年
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
の
メ
セ
ナ
活
動

の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
小
樽
芸
術
村
」
は
、
同
社
が
所
有
す
る
小
樽
市
の
運

河
沿
い
色
内
地
区
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
群
を
、
新
た
な
文
化

発
信
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
荒
田
商

会
、
旧
高
橋
倉
庫
、
旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店
、
旧
北
海
道
拓
殖

銀
行
小
樽
支
店
の
4
つ
の
建
物
と
そ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア

に
公
園
機
能
を
持
た
せ
た
緑
の
空
間
を
整
備
、
歴
史
的
な
物
語

を
持
つ
建
造
物
群
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

小
樽
の
歴
史
と

�

街
並
み
を
い
か
す

　

⼩
樽
は
1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
、

⾊
内
地
区
に
⽯
造
ふ
頭
が
築
造
さ
れ
て

以
来
、
貿
易
港
、
ニ
シ
ン
漁
の
拠
点
と

な
り
北
海
道
の
海
の
⽞
関
⼝
と
し
て
栄

え
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
⾦
融
機
関
や

船
会
社
、商
社
な
ど
の
進
出
に
よ
り
「
⼩

樽
銀
行
街
」
と
呼
ば
れ
る
⾦
融
の
一
大
拠

点
と
し
て
、
道
内
経
済
を
牽
引
し
北
海

道
発
展
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
地
域
で
す
。

　
「
こ
こ
⼩
樽
が
栄
華
を
誇
っ
て
い
た

20
世
紀
初
頭
に
建
造
さ
れ
た
歴
史
的

建
造
物
に
、
そ
の
時
代
を
華
や
か
に

彩
っ
て
き
た
⽇
本
や
世
界
の
優
れ
た
美

術
品
・
⼯
芸
品
を
展
⽰
公
開
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
⽅
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
豊

か
な
気
持
ち
と
感
動
す
る
⼼
を
育
み
、

⽂
化
・
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に

発
信
し
て
い
く
場
所
に
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
似
鳥
氏
は
説
明

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
⼩
樽
芸
術
村
」
は
昨
年
7
月

23
⽇
に
、
大
正
12
年
築
の
旧
高
橋
倉
庫

を
活
用
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館

と
、
昭
和
10
年
築
の
旧
荒
田
商
会
の
建

物
を
活
用
し
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

グ
ラ
ス
館
と
し
て
先
行
オ
ー
プ
ン
（
現

在
は
旧
荒
田
商
会
は
⼩
樽
芸
術
村

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
）、
す
で
に
多

く
の
観
光
客
、
北
海
道
民
が
訪
れ
、
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
旧
三
井

銀
行
⼩
樽
支
店
、
似
鳥
美
術
館
の
開
館

に
よ
り
今
回
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と

な
り
ま
し
た
。
3
館
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
な
る
「
⼩
樽
芸
術
村
」

の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

似
鳥
美
術
館

（
旧
北
海
道
拓
殖
銀
行
小
樽
支
店
）

　

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
に
施
⼯
さ
れ
、

三
菱
、
第
一
各
銀
行
⼩
樽
支
店
と
と
も
に

「
小
樽
芸
術
村
」誕
生

岸田劉生《静物（リーチの茶碗と果物）》1921年 エミール・ガレ《獅子頭文置物》1876年

Grand
Open

2017.9.1

運営：株式会社ニトリ

旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店

似
鳥
美
術
館

（
旧
北
海
道
拓
殖
銀
行
小
樽
支
店
）

歴
史
と
芸
術
が
響
き
あ
う
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似鳥昭雄氏プロフィール
1944年　樺太（サハリン）で生まれる
1962年　北海道工業高等学校（現　北海道尚志学園高等学校）卒業
1966年　北海学園大学経済学部卒業
1967年　似鳥家具店を札幌で創業
1972年　株式会社ニトリ設立
2010年　分社化�

株式会社ニトリホールディングス　代表取締役社長� �
株式会社ニトリ　代表取締役社長� �
株式会社ホームロジスティクス　代表取締役社長　就任（現在は取締役ファウンダー）

2014年　株式会社ニトリ　代表取締役会長　就任（現職）
2016年　株式会社ニトリホールディングス　代表取締役会長兼CEO　就任（現職）
主な役職　日本チェーンストア協会　副会長（2010年4月～）

札幌商工会議所　副会頭（2010年11月～）
アジア経営者連合会　副会長（2014年6月18日～）
コーナン商事株式会社　社外取締役（2016年5月26日～）
株式会社イズミ　社外取締役（2017年4月～）

⼩
樽
銀
行
街
の
交
差
点
を
飾
っ
て
い
ま

す
。
銀
行
に
貸
事
務
所
を
併
設
す
る
当

時
の
道
内
を
代
表
す
る
大
ビ
ル
建
設
で
、

2
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
銀
行
ホ
ー
ル
に

あ
る
6
本
の
古
典
的
円
柱
が
圧
巻
で
す
。

　

か
つ
て
作
家
・
⼩
林
多
喜
二
が
勤
務

し
て
お
り
、
昭
和
4
年
に
退
職
す
る
ま

で
「
蟹
⼯
船
」
や
「
不
在
地
主
」
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

地
上
4
階
に
は
、
岸
田
劉
生
を
は
じ

め
と
し
た
⽇
本
・
海
外
の
洋
画
や
、
横

山
大
観
・
川
合
玉
堂
な
ど
の
⽇
本
画
、

髙
村
光
雲
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
木
彫
を

多
数
展
⽰
。
地
下
1
階
は
、ア
ー
ル
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
・
ア
ー
ル
デ
コ 

グ
ラ
ス
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
、
ガ
レ
や
ド
ー
ム
兄
弟
、

ラ
リ
ッ
ク
、
マ
ジ
ョ
レ
ル
な
ど
の
グ
ラ

ス
や
家
具
を
展
⽰
し
て
い
ま
す
。

　

浮
世
絵
な
ど
⽇
本
の
美
術
に
刺
激

を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
ま
っ
た
芸

術
運
動
（
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
）
で
当

時
の
⽇
本
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館

�

（
旧
高
橋
倉
庫
）

　

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
に
大
豆
を

収
め
る
倉
庫
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
⼩
屋
組
は
梁
を
二
重
に
架
け
2
本

の
束
を
陸
梁
の
中
央
付
近
で
左
右
対

称
に
立
て
る
ク
イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス

（
対
束
⼩
屋
組
）
と
呼
ば
れ
る
洋
風
の

構
造
で
す
。
こ
の
空
間
を
最
大
限
に
活

か
し
、
⼩
樽
が
栄
え
た
頃
と
同
時
期
の

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
め
に
イ
ギ

リ
ス
の
教
会
の
窓
を
飾
っ
た
約
1
4
0

点
の
見
事
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
展
⽰

さ
れ
、
作
品
は
間
近
で
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
多
く
は
キ
リ
ス

ト
や
聖
人
な
ど
聖
書
の
物
語
を
テ
ー
マ

に
描
か
れ
た
作
品
で
、
第
一
次
世
界
大

戦
の
勝
利
記
念
や
戦
死
者
を
追
悼
し

た
も
の
な
ど
、
当
時
の
情
勢
を
あ
ら
わ

す
貴
重
な
作
品
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
神
と
イ
ギ
リ
ス
の
栄
光
」（
1
9
1
9

年
頃
）
と
題
す
る
作
品
群
は
吹
き
抜

け
に
展
⽰
さ
れ
て
い
て
圧
巻
で
す
。

旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店

　

1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
に
建
て
ら

れ
た
堂
々
と
し
た
風
格
の
銀
行
建
築
で

す
。
⽯
積
み
の
5
つ
の
ア
ー
チ
を
連
ね

た
重
厚
な
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
外
観
、

吹
き
抜
け
に
回
廊
が
め
ぐ
り
天
井
の
⽯

膏
飾
り
が
美
し
い
建
物
で
す
。
竣
⼯
当

時
の
貴
重
な
資
料
と
と
も
に
、
竣
⼯
当

時
の
銀
行
建
築
の
佇
ま
い
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
1
階
カ
ウ
ン
タ
ー
内

部
に
は
⼩
樽
の
歴
史
を
記
し
た
大
き
な

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

建
築
に
際
し
て
実
施
し
た
地
盤
調
査
の

資
料
も
そ
の
ま
ま
保
存
展
⽰
さ
れ
て
お

り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
な
視
点
か
ら
も

貴
重
な
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「種蒔く人」（左手前）と「最後の晩餐」（右奥）

開放的なつくりの旧三井銀行小樽支店内部

カウンター内部にはパネルが展示され当時の様子が伝わります

「北海道に生まれ育てられた」
ご恩に報いる手段の一つとして、

「小樽芸術村」を開設
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小
樽
芸
術
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

シ
ョ
ッ
プ
（
旧
荒
田
商
会
）

　

1
9
3
5
（
昭
和
10
）
年
に
荒
田
商

会
の
本
店
事
務
所
と
し
て
建
築
さ
れ
ま

し
た
。
小
樽
運
河
沿
い
に
建
ち
、
背
面

の
旧
高
橋
倉
庫
と
む
す
び
、
歴
史
的
景

観
の
ま
と
ま
り
を
創
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
夏
ま
で
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
グ
ラ
ス
館
と
し
て
、
こ
の
9
月

1
日
の
小
樽
芸
術
村
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
に
と
も
な
っ
て
小
樽
芸
術
村
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
小
物
や
、
一
連
の
展

示
作
品
の
カ
タ
ロ
グ
、
歴
史
的
背
景
を

解
説
し
た
書
籍
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
も
期
待

　

紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
小
樽
の
隆

盛
期
は
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
か
け
て
で
す
が
、
ま
さ
に
、
そ
の
同

時
代
の
美
術
工
芸
品
を
小
樽
の
歴
史

的
建
造
物
内
で
展
示
し
て
い
る
こ
と

が
、
こ
の
小
樽
芸
術
村
の
大
き
な
特
長

で
あ
り
、
意
義
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
こ
の
小
樽
芸
術
村
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
、

歴
史
的
建
造
物
を
は
じ
め
と
し
た
文

化
遺
産
の
保
護
活
用
を
目
指
す
メ
セ

ナ
事
業
に
今
後
も
大
き
な
力
を
注
い

で
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
天
池
風
太
支

配
人
は
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
計
・

監
理
は
株
式
会
社
T
＆
N
北
海
道
設

計
事
務
所
と
な
り
ま
す
。

小樽芸術村

ステンドグラス美術館（旧高橋倉庫） 旧三井銀行小樽支店

小樽芸術村ミュージアムショップ（旧荒田商会）

似鳥美術館（旧北海道拓殖銀行小樽支店）

2階から見える運河の景観も人気です

「神とイギリスの栄光」（1919年頃）

〒 047-0031
北海道小樽市色内 1 丁目 3-1（似鳥美術館）
TEL 0134-31-1033
FAX 0134-31-1035

開館時間

休館日

入館料

［5〜10月］9：30〜17：00　［11〜4月］10：00〜16：00
※入場は閉館30分前まで

［5〜10月］無休　［11〜4月］毎週水曜（祝日の場合はその翌日）
※企画展の開催・展示替えなどによる、臨時休館や休館日変更の場合あり。

［3館共通］	 一般1,900円・学生1,400円
［似鳥美術館］	 一般1,300円・学生1,000円
［ステンドグラス美術館］	 一般700円・学生500円
［旧三井銀行小樽支店］	 一般700円・学生500円
※中学生以下無料　※ミュージアムショップは入場無料（税込）
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かどうするか迷いながら、自分としては大学に行きたいという思いが
あり、親もなんとか頑張って大学に進ませたいというのがあったので、
4年間で卒業するという約束で、当時から道内で有名私立大学だっ
た北海学園大学への進学を決めました。ちょうどその頃、私立大学
があちこちにできて選択肢が広がった時代ですが、やはり私学として
歴史のある学校に憧れました。
　入学から2年間は下宿、その後の2年間は自炊生活をしていました。
当時は所謂“政治の季節”で大学が騒がしかったのですが、私は体
育会系で大学に入って少林寺拳法と出会った。大学生の本分は勉学
ですが、この少林寺拳法を通して私自身は様々な人間教育の経験を
することができ有意義でした。
　少林寺拳法部は、私の入学する前年に愛好会からスタートしてい
て、1年生として入った私たちが初めての新入生部員でした。学園
大は昔から体育会系の部活は強いところですので、先輩方からする
と同じ体育会系のサークルとしてしっかりとした部となるように、全
員で頑張っていこうということだった。それを私たちが4年になると
きには愛好会から部に昇格させることができ、基礎を作ったという思
いがあります。

～島牧村との不思議なご縁から村長の道へ～

　卒業をしたら地元に帰り、親の面倒を見ていくのであれば公務員
が一番いいと思い、試験を受けて合格、採用内定をもらいました。と
ころがオイルショックが起きたことによって地方公務員も一斉に採用
控えが始まってしまった。当時は一般企業に就職する学生が多く、公
務員志向は少なかったのですが、結局は働くところがなくて、倶知安
で1年間、親族の会社で手伝いをしていました。　
　丸1年経った翌年の4月に入ってから町村で構成している町村会
という組織から連絡が朝9時頃にあり、「午後1時くらいまでに島牧
村に面接に行けますか？」と。4月の10日すぎくらいですので驚きま
した。「行けます」と返事をしたら「大至急行って下さい」と。慌てて
島牧村に行き、村長室で面接となりました。当時の村長が浜谷徳四郎
さん、二つ三つ話を交わしたら、「採用。来週の月曜日からすぐ出て
来られるか？」「とりあえず布団と着替えだけ持って来い」と。ですか
ら私の採用は5月1日付けです（笑）。それが島牧村とのご縁です。
　40年にわたる公務員人生の中で一番長いのは教育行政です。入っ
たすぐの年は建設課で水道係に配属。次の年から教育委員会へ異動
し10年間、社会教育を担当、そのあと一時、教育委員会行政を離
れましたが、また戻ったときには教育委員会次長職、最後は教育長
を2期6年務め、平成19（2007）年8月の村長選に出馬し初当選
しました。今は3期目のちょうど半分、折り返しです。

～学生歌「人生意気に感じては…」を心に～

　振り返ってみて本当に人生とはわからないものだと思います。私の
家内も学生時代に札幌で知り合ったので島牧村の人間ではありませ
んから親戚とか身内は全くいません。ここで新しい生活を始めて、子
どもたちはここで生まれて育ちました。島牧村はうちの子どもたちに
とってのふるさとになりました。
　村長という立場になったときの思いは、北海学園大学の学生歌「人
生意気に感じては…」に尽きます。自己満足だと言われるかもしれな
いけれど、やはり思いを持って物事にあたるとき、それはやはり「人
生意気に感じて」、やるときはやるしかない、という思いでした。当
選してホッとすると同時にそこからがいよいよ戦いがはじまるという
思いが強かったです。
　今、島牧村役場には野崎泰生副村長をはじめ北海学園大学卒の職
員が9人おります。学生歌を口ずさむことのできる同窓生が少なく
なってきていますが、後輩の皆さんには是非、これを覚えて欲しいと
思いますね。

輝く輝く輝く北のまち北のまち 紹介リレー
⑨ 島

しままきむら

牧村 ～自然という資源を活かして地域産業を新たな視点で創造する～ 人口：1，538人
面積：437.18km2
（平成29年8月末現在）

　北海道内の町を訪問し卒業生とのインタビューを通じて、
町の紹介をしながら地域の魅力を再発見していく企画、第 9
回目は島牧村です。
　盛夏の 7月 28日、札幌から小樽まわりで車で走ること約
3時間半。目の前は海、背景には緑豊かな山々が連なる豊か
な自然に囲まれた島牧村役場に着きました。藤澤克村長に村
づくりに寄せる熱い思いをお話いただきました。

～狩場山ＣＡＴスキーツアー事業の展開～

　島牧村は、北東は寿都
町、南東は黒松内町、南
西は檜山管内せたな町、
南南東は今金町、渡島管
内長万部町に接し北西部
は日本海に面しています。
札幌市の中央区と北区を
合わせたほどの面積、1
万700haのブナ原生林
が広がります。この雄大
な自然という資源を活か
して「狩場山CATスキー

ツアー事業」の展開を始めています。狩場山は標高1,519.9mで道
南最高峰ですが、尾根続きの東狩場山（1,318m）の斜面に約2km
の滑走ルートを4本設定してスキーを楽しんでもらうというもので
す。CATとは雪上車のことで、これでスタート地点までスキー客を
運び、そこから豪快に滑走を楽しんでもらいます。2017年は1月に
事業を開始し3月11日に終了し、実施日数46日間で地元宿泊のツ
アー客が437人という実績をあげています。国有林の中にコース設
定をしていますので、きちんと環境アセスもおこなって国の許可を得
て事業展開しています。外国人を中心に口コミで認知されるようにな
り、リピーターもいて好評です。
　基幹産業は漁業ですが、日本海は今漁獲量が減少していて非常に
厳しい。そういった環境の中では、何とか他のほうでも頑張って稼が
なければなりません。農業は小規模ながらも若い人たちが興味関心を
持って、こだわり農業をやるのにはちょうど良く、手間はかかるが無
農薬にしてみようとか、他と違うものを作ってみようと考え取り組む
方が増えています。都会で仕事をしていて疲れ果てた人が、こういう
田舎に釣りに来たりしながら、「自然いっぱいで良いところだよな」と
感じてくれる。地元の人とたまたま交遊ができたときに「こういう体
験農業できますよ」とか「移住促進もしています」という話が出て、「じゃ
あちょっと試してみようかな」ということになる。最近は少しずつでは
ありますがUターンしてきている人も含めて島牧村への移住者がいま
す。田舎で少し生き方を変えて頑張ってみようかなということです。
　そういう人たちの感性・感覚というのは私た
ちが気づかない価値を見出してくれるもので
す。ですからこの大自然という資源を活用した
交流の中から島牧村に定着する人が増えて
いってくれればいいと考えています。性急に結
果を求めるのではなく、村の魅力についてじっ
くりと理解をしてもらうという姿勢です。風光
明媚で温泉もありますので、皆さんのお越しを
お待ちしております。

～少林寺拳法との出会いが今につながる～

　私の出身は同じ後志管内の京極町です。昭和45年、大学へ行く

藤澤 克 島牧村長
（昭和49年経済学部経済学科卒業）

島牧村の魅力が満載の
リーフレット
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主催　北海学園大学・北海学園大学同窓会
第

回

2017年10月7日 （土）

【 受 付 】   9：30～13：00
【 開 催 】 10：00～14：30

● 会　　場　北海学園大学　豊平キャンパス
● 受　　付　7号館1階　（食事券等配付）

卒業生のご家族・一般の方もご参加いただけます。是非お誘いあわせのうえお越しください！！

● 時間　10：00 ～ 12：10　● 場所　7 号館 2 階 D20 番教室

北の住まいと暮らしを楽園にかえるカフェ

第5回 学園かえるカフェ

寒冷地での生活はなかなかに厳しい。しかし、それだけにそこに住まう者にしか味わえない
日々の楽しみや喜びも多い。北の大地に根をはりながら、初めての家づくりや終の住処づく
りを実践することの醍醐味について、3人の「冬暮らしの達人」に大いに語っていただきます。

1 講目　藤島　喬（建築家）「冬の住処・終の住処の北海道デザイン」
2 講目　赤坂真一郎（建築家）「建築家のすまいぶり：小さな家で豊かに暮す」
3 講目　�ブズドゥガン・アリョーナ（タレント／ロシア語通訳）�

「サハリンの冬暮らし・札幌の冬暮らし」
聞き手　米田　浩志（建築家／本学工学部教授）
進　行　樽見　弘紀（本学法学部長／開発研究所長）

北海マルシェ 無料カイロ施術

写真部OB会写真展学食deランチ

学園大OBによる江別産朝採り野菜と余市産朝採り果
物を市価よりも安くご提供します！
苫小牧支部・道南支部・小樽支部協賛のご当地特産品
販売もあります。また、お楽しみ抽選会もあります。

日本カイロプラクティックドクター専門学院
札幌校の協力で無料で実施します。

10月7日（土）～9日（月・祝）の
 3 日間開催します！

ご来場のみなさまに当日学食でご利用
いただける食事券を配付します。

● 時間　12：30～売切れ次第終了
● 場所　7号館前特設テント ● 時間　10：00～ 16：00

● 場所　生協食堂スペース

● 時間　11：00～ 17：00
● 場所　1号館 1階
　　　　 �入試部前スペース

● 時間　12：00～ 14：30
● 場所　生協食堂

アリョーナさん

※��学内には駐車場がございません。
　公共交通機関をご利用ください。

地下鉄東豊線「学園前」駅下車　3番出口直結

食事券配付：7号館 1階受付
配付時間：9：30～ 13：00
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同窓の夕べ
北海学園大学同窓会「豊平会」平成29年度総会・懇親会 北海学園大学同窓会「豊平会」平成29年度総会・懇親会 

大丸プレイガイド、道新プレイガイド、北海学園生協書店G’booKsレジカウンター（教育会館2階、通常営業時間：月～金／10：00～18：30、
土／10：00～13：30、日祝／閉店。※学事によって営業時間が変更されることがあります。）にて販売いたします。また、卒業期評議員、地域・
職域支部評議員、各学部世話人、協力団体、同窓会事務局へお問い合せください。　※当日券もあります。
会券郵送ご希望の方は、下記金融機関にて代金をお振込みいただき（振込手数料についてはご負担願います）、ご入金確認後、郵送いたします。

・北 洋 銀 行  豊 平 支 店　口座番号／普通0511055　口 座 名／北海学園大学同窓会
・ゆうちょ銀行 二七九店　口座番号／当座0011355　受取人名／北海学園大学同窓会事務局
詳しくは同窓会事務局へお問い合せください。

会券の
お求めに
ついて

●司会／松沢 秀明・森 基誉則・吉野 圭子・青山 千景
   （司会者は全員本学 OB・OG です）

●お申込み・お問い合せ先
北海学園大学同窓会事務局
〒062-8605　札幌市豊平区旭町4丁目1-40　TEL（011）841-1161(代)　担当／三宅（内線1148）・工藤（内線1168）　FAX（011）816-1001
E-mail：doso.hgu@k8.dion.ne.jp 平日／9：00～17：00(昼休み12：00～13：00)　土曜／9：00～12：00

5,000円(税込）

●受　付／17：30～　●総　会／18：00～18：30
●懇親会／18：30～20：30平成29年10月28日（土）日

　時

会
　場

会
　費

札幌パークホテル　3階「パークホール」（着席制・会場内禁煙）
札幌市中央区南 10 条西 3 丁目　TEL 011-511-3131

語ろうあの日を
語ろう今を
幾星霜の道程に乾杯を！

語ろうあの日を
語ろう今を
幾星霜の道程に乾杯を！

全学応援団指導部

粋～IKI～北海学園大学　演舞

全学応援団指導部

粋～IKI～北海学園大学　演舞
今年度 準 YOSAKOI ソーラン大賞受賞！

ドリフト★ブルー マル・オレンジ ナオロー・
パープル ミツルの皆さんは本学卒業生

写真：2017 年 YOSAKOI ソーラン祭りで準大賞を受賞した「粋～IKI～北海学園大学」の本祭演舞写真：2017 年 YOSAKOI ソーラン祭りで準大賞を受賞した「粋～IKI～北海学園大学」の本祭演舞

&&

学園グレイトビンゴ！ 温泉旅行ペア宿泊、劇団四季招待券、空気清浄機、コードレス掃
除機・アイロン、ジューサーミキサーなど豪華景品が多数！海外ペア旅行！！

お楽しみ

イベント
お楽しみ

イベント

爆音戦隊
ドリフトクイーン
LIVE!

爆音戦隊
ドリフトクイーン
LIVE!
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OPEN SPACE
オープンスペース

北広島市長　平成 29 年 7 月 9 日　4 期目

　上野　正三 氏（昭和 45 年経済学部卒業）

市長選で再選
知財功労賞　特許庁長官表彰　平成 29 年 4 月 18 日

　堀川　代志郎 氏（昭和 35 年経済学部卒業）

平成29年度　知的財産権制度関係功労者表彰

　東北学院大学対北海学園大学総合定期戦が 6 月 23

日（金）から25 日（日）の 3 日間、札幌で開催されました。

　今年は雨天のため中止の種目もありましたが、硬式

野球、軟式野球、卓球（男子）、羽球（男子）、ハンドボー

ル、ボクシング、ラクロス（女子）の種目で勝利を収

めました。総合成績では、本学 7 勝、東北学院大学

13 勝となり、またしても初優勝は持ち越しとなりました。

第63回　対東北学院大学総合定期戦

　北海学園大学ミニオープンキャンパスを下記の日程で行います。

旭　川 旭川北洋ビル
9 月 23 日（土）

14：00 〜 16：30（受付開始 13：30）

帯　広 とかち館
10 月 14 日（土）

14：00 〜 16：30（受付開始 13：30）

函　館 函館北洋ビル
10 月 21 日（土）

14：00 〜 16：30（受付開始 13：30）

● 全体説明会及び保護者・ 
高校教員向け説明会

14：00 〜14：30

●体験ミニ授業 14：30 〜15：00

●地元在住 OB からのメッセージ 15：10 〜15：30

●推薦入試対策講座 15：30 〜16：00

●個別相談会 14：00 〜16：30

【お問合せ先】

北海学園大学　入試部入試課
〒 062-8605　札幌市豊平区旭町 4 丁目 1 番 40 号
フリーダイヤル：0120-86-2244　TEL：011-841-1161（代）
FAX：011-841-1377　URL：http://hgu.jp/

事前申込制・入退場自由
電話またはホームページにて受付（当日参加可）

公式種目
競　技　種　目 試　合　結　果

ア イ ス ホ ッ ケ ー 東北学院大学（ ） 中止 （ ）北海学園大学 　
アメリカンフットボール 東北学院大学（ ）雨天中止（ ）北海学園大学 　
空 手 道 ○ 東北学院大学（ 4） ― （ 1）北海学園大学 ●
弓 道（ 男 子 ） ○ 東北学院大学（ 95） ― （ 80）北海学園大学 ●
弓 道（ 女 子 ） ○ 東北学院大学（ 40） ― （ 36）北海学園大学 ●

剣 道 ○ 東北学院大学（ 8） ―
3 引き分け（ 3）北海学園大学 ●

硬 式 野 球 ● 東北学院大学（ 2） ― （ 6）北海学園大学 ○
ゴ ル フ ○ 東北学院大学（ 2） ― （ 1）北海学園大学 ●
サ ッ カ ー ○ 東北学院大学（ 5） ― （ 1）北海学園大学 ●

柔 道 ○ 東北学院大学（ 6） ―
1 引き分け（ 0）北海学園大学 ●

準 硬 式 野 球 東北学院大学（ ）雨天中止（ ）北海学園大学 　
少 林 寺 拳 法 ○ 東北学院大学（ 18） ― （ 15）北海学園大学 ●
ソフトテニス（男子） ○ 東北学院大学（ 3） ― （ 2）北海学園大学 ●
卓 球（ 男 子 ） ● 東北学院大学（ 3） ― （ 4）北海学園大学 ○
軟 式 野 球 ● 東北学院大学（ 3） ― （ 4）北海学園大学 ○
バ ス ケ ットボ ー ル ○ 東北学院大学（ 123） ― （ 41）北海学園大学 ●
羽 球（ 男 子 ） ● 東北学院大学（ 0） ― （ 5）北海学園大学 ○
バレーボール（男子） ○ 東北学院大学（ 3） ― （ 0）北海学園大学 ●
バレーボール（女子） ○ 東北学院大学（ 3） ― （ 1）北海学園大学 ●
ハ ン ド ボ ー ル ● 東北学院大学（ 20） ― （ 30）北海学園大学 ○
ボ ク シ ン グ ● 東北学院大学（ 0） ― （ 2）北海学園大学 ○
ラ イ フ ル 射 撃 ○ 東北学院大学（ 757） ― （ 662）北海学園大学 ●
ラ ク ロ ス（ 男 子 ） 東北学院大学（ ）雨天中止（ ）北海学園大学 　
ラ ク ロ ス（ 女 子 ） ● 東北学院大学（ 4） ― （ 12）北海学園大学 ○

総　　　　　合 ○ 東北学院大学（ 13） ― （ 7）北海学園大学 ●

オープン種目
競　技　種　目 試　合　結　果

硬 式 庭 球（ 男 女 ） 東北学院大学（ ） 中止 （ ）北海学園大学
ソフトテ ニ ス（ 女 子 ） ○ 東北学院大学（ 2） ― （ 1）北海学園大学 ●
羽 球（ 女 子 ） ○ 東北学院大学（ 5） ― （ 0）北海学園大学 ●
卓 球（ 女 子 ） ○ 東北学院大学（ 2） ― （ 1）北海学園大学 ●

2017ミニオープンキャンパス

昨年の個別相談会風景
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支部紹介 帯広信用金庫支部 北海学園大学同窓会「豊平会」
の各支部を紹介します。
1990（平成 2）年に支部となっ
た帯広信用金庫支部です。

創立：平成 2年

〈支部長〉
松井　浩行（まつい　ひろゆき）

　昭和59年卒　経済学部経済学科

〈副支部長〉
宮川　清志（みやかわ　きよし）

　昭和59年卒　経済学部経営学科
後藤　功順（ごとう　かつよし）

　昭和61年卒　経済学部経済学科

〈評議員〉
奥村　寛実（おくむら　ひろみ）

　昭和48年卒　法学部法律学科

〈幹事長〉
小林　文寛（こばやし　ふみひろ）

　昭和63年卒　経済学部経済学科

会員数：�57余名�
（H29.4月現在・内訳現職49名・OB8名）

連絡先：〒080-0802
� 帯広市東2条南10丁目1-1
� 帯広信金東支店内　※幹事長宛
� TEL.0155-23-4108

松井　浩行　支部長

ロ）ゴルフ大会
　平成 22 年、支部創設
20年を記念に開始。支部
総会の午前中に開催してい
ます。ゴルフの初心者大歓
迎で、やさしい先輩が手ほ
どきしてくれることから
年々若年の参加者が増え、

▶あゆみ

　当支部は昭和39年経済学部第1期卒で、本学より第1号
の入庫者である（故）佐々木憲一氏と岡田幸紀氏（S41年経卒）
が発起人となり、昭和51年 2年振りに同窓生が入庫し10
名となったのを契機に、温泉で歓迎会をしたのが起源とされ
ております。本年で41年になります。それから、毎年後輩
が入庫するたびに歓迎会を温泉一泊で行っていましたが、会
員数が20名になった平成2年の歓迎会で豊平会支部加入の
話題となり同年申請、即認可頂き初代会長に佐々木氏が就任
しました。（佐々木氏は平成9年支部総会の翌日ご逝去され
ております。）その後は岡田氏に会長、支部長、評議員と長ら
くご尽力頂いたほか、OBの先輩各位には相談役として後輩
指導を頂いております。当庫では、「石を投げれば学園に当た
る」と言われ、特に平成19年から平成29年までは10年連
続で26名が入庫しています。ちなみに、入庫が途切れると
前年入庫者の責任として総会で酒の肴にされるので毎年新人
は必死です。改めて申すまでもなく、本会は現職員およびOB
をもって組織する「親睦団体」であり派閥ではございません。（笑）

▶年間行事等

イ�）支部総会（5月第3土曜日）は、十勝川温泉1泊で行います。
事業報告、会計報告、規約の改正等厳粛かつ和やかに行います。
　平成 29年度は 5月 20
日に開催し、同窓会宮本副
会長様にご臨席頂き会員
57名中 41名の参加で行
いました。今年度3名の新
入会員歓迎会および来春定
年会員に還暦祝の記念品贈
呈を併せて行いました。
　総会に続き行われる懇親会の最大イベントは「会員近況
報告」です。出席会員一人ずつ、この1年間の出来事を話
します。原則仕事の話は禁止でプライベートの話になります。
最近は出席者が約40名となるため一人2分以内で話します。
皆、爆笑するくらいの話術でしっかりまとめてきます。「さす
が学園生」といつも感心させられる80分です。懇親会の締
めは恒例、前田相談役（S48年経卒）による、万歳三唱で、
今年も声高らかに大いに盛
り上がりました。2次会は、
そのまま隣の会場へ移動し
席替え、1次会とは違った
面々と酒をかわしながら後
輩より相談を受けたり、一
方で温泉に浸かったり、部

屋飲みしたり朝まで各々和気あいあいとしたなかで、各自
三々五々床に就くといった毎年の光景です。

平成29年度は参加者20名で行われました。景品は、初
心者にやさしくブービー賞を一番良くしているなど本当に
楽しいコンペとなっております。なお、過去すべて優勝者
が異なっており、かつベスグロ者は優勝していません。

ハ）幅広い人脈の活用
　会員は、様々な部店に配属されております。総会で顔を
覚え親睦を深め、配布された同窓会名簿と集合写真を頼り
に、一番得意そうな先輩に仕事を聞く。先輩各位は、後輩
からの質問に親切に答えてあげる。「困った時は一人で悩
まず先輩に聞け。」これこそが、本会の最大の目的です。
だからこそ、出席率が高いのです。

ニ）その他
　平成28年 10月 15日、ミニオープンキャンパス帯広
にて駒澤会員（S61経卒）がOBからのメッセージとし
て初登壇致しました。その中で学園大生の特徴（私感）と
して「①コミュニケーション能力が高い②適応力、順応性
に優れている③常識力があり、バイタリティがある④学力
も相応に有し、文武両道のバランスが良い。イコール就職
に有利」と述べ来場者から注目されました。なお、本年度
もミニオープンキャンパス帯広への出演依頼があり、纐纈
会員（H5経卒）が登壇の予定にあります。今後とも、地
元から本学への入学者が増える様協力させて頂きます。

▶十勝支部の再開についてお願い

　前述のとおり当支部は「職域の親睦団体」で、全員が十勝
支部にも加入しております。残念ながら十勝支部の総会は平
成18年が最後となっており、現在活動休止中にあります。
十勝に在住の多くの同窓生の皆様、十勝支部再開に向けご協
力頂きたく存じます。再開に向けご賛同いただける方は、当
支部事務局までご一報頂きたく存じます。当支部より、十勝
支部事務局へ連絡し早期再開に向け協力していきます。
　何卒、よろしくお願い致します。� （文責　支部長松井）恒例、前田氏による万歳三唱

ゴルフ大会

H29年　支部総会　女性会員もおります

（11）平成29年9月15日 第79号豊　平　會　報



グリークラブOB会（4.22） 苫小牧支部（4.22） 写真部OB会（4.22）

千歳支部（5.25） 江別市役所支部（5.26）山岳部OB会（5.27）

静内支部（6.2） 岩見沢市役所支部（5.24）蝸牛会（5.28）

小樽支部（5.20） 帯広信用金庫支部（5.20）札幌南区支部（5.27）

◆　◆　◆　◆　支部だより（支部総会写真）　◆　◆　◆　◆ （平成29年4月以降）

経五期会（6.1） 北海学園大学支部（5.23）

第79号 平成29年9月15日（12）豊　平　會　報



北翔会（6.23） 関西支部（6.17） 経六期会（6.6）

自衛隊支部（7.1） 道南支部（7.1） 応援団OB尚志会（6.24）

岩田地崎建設支部（7.21） 北見支部（7.21） サッカー部OB会（7.8）

東園会（8.3） 札幌市役所支部（7.28） 札幌東区支部（7.26）

平成29年度支部総会開催予定（平成29年9月〜平成30年3月）

支部総会（予定） 場　所

9月 経三期会（9/16） 釧路ふく亭（札幌）

10月 ゆうほう会（10/4） 札幌全日空ホテル

東京支部首都圏会（10/13） ザ・マグナス TOKYO

会計学友会（10/28） 未定

経八期会 北海学園大学

11月 根室支部（11/18） 未定

旭川支部 未定

1月 豊陽会（1/10） 札幌ビューホテル大通公園

2月 木端会（2/16） ホテルモントレエーデルホフ札幌

北杜会（2/17） ホテルノースシティ

　平成 29 年度「全国支部長会議」を 10

月 28 日（土）12：00 より、札幌パーク

ホテル 3階「エメラルド」で開催いたし

ます。詳細につきましては、各支部長へ

開催案内をお送りしますので、ご出席く

ださいますようお願いいたします。

全国支部長会議のお知らせ

（13）平成29年9月15日 第79号豊　平　會　報



平成29年度　事業計画
（平成29年4月1日〜平成30年3月31日）

　本会の目的を達成するため、次の一般事業活動を展開す

るとともに、継続中の特別事業の学園創基・大学創立及び

本会結成を記念した事業を継続推進する。

Ⅰ．一般事業

1．会報の発行

　豊平会報第79号・第80号を発行し、会員に送付す

る。

　また、予備会員である在学生にも配布する。

2．支部などとの連携強化

　地域支部・職域支部・同期会・クラブOB会などと

連携を深め、支部活動や同期会・OB会活動を活性化

するとともに、要請がある場合は「個人情報保護法」

に基づき利用目的を明示したうえで会員の住所等の

提供をおこない、支部支援を図る。

3．新入会員名簿の作成

　平成29年度新入会員（平成30年3月・平成29年9

月卒業）名簿の作成、また、配付については、個人情

報保護法との関連で見合わせる。

4．新入会員歓迎会の開催

　平成29年度新入会員歓迎祝賀会を、大学院・大学

の卒業証書・学位記授与式（3月21日（水・祝））終了

後、大学・学生自治会と共催で開催する。

5．ホームカミングデーの開催

　同窓会・大学共催による第10回ホームカミングデー

を、10月7日（土）開催する。

6．総会・懇親会の開催

　本年度総会担当の世話人会を経済学部1部経済学

科43期（平成8年卒）・50期（平成15年卒）同経営

学科31期（平成11年卒）・36期（平成16年卒）・経済

学部2部経済学科37期（平成5年卒）同経営学科25

期（平成5年卒）・法学部1部32期（平成10年卒）同2

部32期（平成10年卒）・工学部土木工学科32期（平

成15年卒）・建築学科32期（平成15年卒）・電子情

報工学科21期（平成23年卒）・人文学部1部日本文化

学科20期（平成28年卒）・同英米文化学科20期（平

成28年卒）同2部日本文化学科20期（平成28年卒）

同2部英米文化学科20期（平成28年卒）及び体育会

本部OB会、体育会OB連合会、文化協議会OB会、応

援団OB会、クラブOB会、ゼミOB会、地域・職域支部

等の協力により、10月28日（土）総会を開催する。

7．母校行事への協力

　予備会員である在学生及びクラブの活動に対して

助成をする。

　十月祭等の学校行事を通じて、在学生との交流を

促進する。

Ⅱ．特別事業

1．�学園創基・大学創立及び本会結成を記念した国際交

流基金造成事業として、北海学園国際交流基金への

寄付を継続してきたが、北海学園が同基金を取り崩

し、学園設置校の国際交流教育活動への効果的な支

出ができる国際交流教育振興資金としたため、本会と

しては引き続き国際交流事業を継続し、今年度100万

円を国際交流教育振興資金に寄付する（28回目）。

2．�平成2年より継続中の教育支援積立基金（旧（仮）奨

学・特別表彰積立基金）は、目標額を1億円に変更し

て事業を継続してきたが、厳しい経済状況において

就学する北海学園大学学生の教育活動に効果的に支

出するため、平成25年度に同基金を切り崩し、教育支

援特定預金とした。これにより北海学園大学同窓会

奨学支援規程及び同実施細則に基づく本会奨学事業

を実施するため、今年度230万円を加算積み立てする

とともに、228万円を奨学金として支出する。

3．�総合名簿作成事業積立金として、今年度20万円を加

算積み立てする。

4．�大学・同窓会のオリジナルグッズ等について、小委員

会で検討の上、作成作業を進める。

平成28年度　事業報告
（平成28年4月1日〜平成29年3月31日）

Ⅰ．一般事業

1．豊平会報の発行
豊平会報　第76号　送付� 28.�4.16� 経・営・法・人・工学部の住所確定会員41,625名に送付
豊平会報　第77号　印刷・送付� 28.�9.15� 経・営・法・人・工学部の住所確定会員42,415名に送付
� � 28.�9.30� 新会員（28年9月卒）本年度卒業の新会員71名に配布
豊平会報　第78号　印刷・配布� 29.�3.20� 新会員（29年3月卒）本年度卒業の新会員1,745名に配布
　また、予備会員である在学生（1年〜4年）にも配布した。

2．支部等との連携強化と育成（支部等活動状況～同窓会本部に連絡のあった分）

3．新会員名簿の作成（豊平会名簿　平成28年度版）
　平成28年度新入会員（平成28年9月卒業・平成29年3月卒業）名簿を作成し、なお、配布については、平成17年4月施行
の「個人情報保護法」の取り扱いとの関係で、見合わせる事とし、慎重に対応していく事とした。

4．新会員歓迎パーティの開催
29.� 3.20� �卒業証書・学位記授与式終了後、新会員（1,745名）を招き大学・学生自治会と共催で、午後2時より札幌パーク

ホテルB2Fパークプラザで、役員・支部長・評議員（卒業期・地域・職域）が出席し、卒業祝賀会を開催した。

5．ホームカミングデーの開催
28.10.�8� �同窓会・大学共催による第9回ホームカミングデーが開催された。
� �第4回『学園かえるカフェ』は、講演会「就活にも終活にも効く恋文（ラブレター）の綴り方教室」を樽見弘紀法

学部教授の進行で、1講目：田中綾人文学部教授「文豪・歌人たちの恋文（ラブレター）、2講目：井野葉子人文
学部教授「源氏物語の恋文（こひぶみ）」を開催、田村卓哉経営学部教授とのトークショーも開催された。

� �「北海マルシェ」は、OBによる産直野菜・果物即売会、苫小牧支部・道南支部の協賛によるご当地特産品販
売、また、蝸牛会による抽選会に開店前から長い行列ができた。

� �毎年好評のOB異業種ネットワークの協力支援により日本カイロプラクティックドクター専門学院札幌校の生
徒による「無料カイロ施術」にも、多くの待ち客がでた。

� 写真部OB会による「写真展」が大学1号館（入試課前廊下）で開催された。
� 学生食堂を開放しての昼食の無料提供等を実施し、250名以上の方が参加し賑わった。

6．「総会・懇親会」の準備・運営
世話人・協力団体会議� （第1回）� 28.� 8.22� （1）「同窓の夕べ」開催の件について
� � � （2）会券の配付について
� （第2回）� 28.� 9.21� （1）「同窓の夕べ」開催の件について
総会・懇親会� � 28.10.29� 「札幌パークホテル3F　パークホール」

7．母校行事への協力
お祝いの看板（祝卒業）�29.�3.�8� 3号館　学生正面玄関取付け
（祝入学）� 29.�3.25� 3号館　学生正面玄関取付け
（祝入学）� 29.�3.26� 教育会館入口取付け
各団体への経費助成� � 十月祭・工学祭・対東北学院大学定期戦
� � 全国大会出場・定期公演・演奏会等助成
� � 体育会系18団体・文化会系12団体

8．会務運営に関する諸会議
幹事会� （第1回）� 28.�5.19� （1）平成27年度事業報告及び決算について
� � � （2）監査報告について
� � � （3）同窓会奨学金について
� � � （4）その他
幹事会� （第2回）� 28.�6.�2� （1）平成28年度事業計画（案）について
� � � （2）平成28年度予算（案）について
� � � （3）奨学金ついて
� � � （4）その他
評議員会� � 28.�6.24� （1）平成27年度事業報告並びに収支決算の承認
� � � （2）平成28年度事業計画（案）及び予算（案）の承認
� � � （3）奨学支援事業について
� � � （4）その他
幹事会� （第3回）� 28.�9.�5� （1）平成28年度「総会・懇親会」開催の件について
� � � （2）「同窓の夕べ」会券配付について
� � � （3）「全国支部長会議」について
� � � （4）「ホームカミングデー」開催の件について
� � � （5）教育支援振興資金（奨学金）について（報告）
� � � （6）その他
幹事会� （第4回）� 29.�1.13� （1）平成28年度「全国支部長会議」終了報告
� � � （2）平成28年度「同窓の夕べ」（総会・懇親会）終了結果報告
� � � （3）「第9回ホームカミングデー」終了報告
� � � （4）平成28年度「卒業祝賀会」開催の件について
� � � （5）支部の申請について（江別支部）
� � � （6）その他
常任幹事会� （第1回）� 28.12.13� （1）「ホームカミングデー」開催の件について
� � � （2）「全国支部長会議」開催の件について
� � � （3）「特別講演会」開催の件について
� � � （4）「同窓の夕べ」開催の件について
� � � （5）その他
� （第2回）� 29.�2.15� （1）平成29年度　特別事業の件について
� � � （2）平成29年度「ホームカミングデー」開催の件について
� � � （3）平成29年度「全国支部長会議」開催の件について
� � � （4）「特別講演会」開催の件について
� � � （5）平成29年度「同窓の夕べ」開催の件について
� � � （6）その他
担当幹事会� （第1回）� 28.�7.�8� （1）第9回「ホームカミングデー」について
� � � （2）平成28年度「同窓の夕べ」について
� � � （3）平成28年度「全国支部長会議」について
� � � （4）その他
� （第2回）� 28.�8.10� （1）第9回「ホームカミングデー」について
� � � （2）平成28年度「同窓の夕べ」について
� � � （3）平成28年度「全国支部長会議」について
� � � （4）その他
事務局会議� （第1回）� 28.�6.20� （1）「評議員会」開催について
� � � （2）その他
� （第2回）� 28.10.�5� （1）第9回「ホームカミングデー」開催について
� � � （2）その他
� （第3回）� 28.10.25� （1）平成28年度「同窓の夕べ」開催について
� � � （2）その他
� （第4回）� 29.�3.15� （1）平成28年度「卒業祝賀会」開催について
� � � （2）その他
会報部会� （第1回）� 28.�6.�7� （1）『豊平会報』第77号の編集の件について
� � � （2）その他
� （第2回）� 28.11.17� （1）『豊平会報』第78号発刊について
� � � （2）その他
学生部・事務部と協議� � 29.�1.27� （1）平成28年度「卒業祝賀会」の件について
� � � （2）その他

Ⅱ．特別事業
1．�学園創基・大学創立及び本会結成を記念した国際交流基金造成事業として、北海学園国際交流基金へ寄付を継続して
きたが、北海学園が同基金を取り崩し、学園設置校の国際交流教育活動への効果的な支出ができる国際交流教育振興
資金とすることとなった。本会としては引続き国際交流事業を継続し、今年度100万円を国際交流教育振興資金に寄付
をした。（27回目）

2．総合名簿作成事業積立金として、今年度20万円を加算積み立てした。
3．�平成2年より継続中の（仮）奨学・特別表彰積立基金は、目標額を1億円及び名称を教育支援積立基金と変更して事業
を継続してきたが、近年運用果実が期待できず、また長引く経済不況で就学する学生にとって厳しい状況が続いている
ため、同窓会が同基金を取り崩し北海学園大学生の教育活動へ効果的な支出ができる教育支援特定預金とした。今年
度230万円を加算積み立てするとともに、北海学園大学同窓会奨学支援規程及び同実施細則に基づき今年度228万円
を奨学金として支出した。

4．大学・同窓会のオリジナルグッズ等について、小委員会で検討の上、作成作業を進めた。

28.� 4.16� 苫小牧支部総会
28.� 4.16� 写真部OB会総会
28.� 4.23� グリークラブOB会総会
28.� 4.23� 山岳部OB会総会
28.� 4.24� 自衛隊支部総会
28.� 4.28� 北見支部総会
28.� 5.20� 岩見沢市役所支部総会
28.� 5.21� 小樽支部総会
28.� 5.22� 蝸牛会総会
28.� 5.24� 北海学園大学支部総会
28.� 5.26� 千歳支部総会
28.� 5.28� 帯広信金支部総会
28.� 5.28� 札幌南区支部総会
28.� 5.31� 伊藤組土建支部総会

28.� 5.31� 江別市役所支部総会
28.� 6.� 1� 経五期会総会
28.� 6.� 6� 静内支部総会
28.� 6.� 6� 経六期会総会
28.� 6.11� 関西支部総会
28.� 6.18� サッカー部OB会総会
28.� 6.23� 北翔会総会
28.� 6.25� 空知支部総会
28.� 7.� 1� 釧路支部総会
28.� 7.� 1� 道南支部総会
28.� 7.13� 札幌東区支部総会
28.� 7.22� 岩田地崎建設支部総会
28.� 7.22� リコージャパン支部総会
28.� 7.27� 札幌市役所支部総会

28.� 8.� 2� 東園会総会
28.� 9.� 3� 経三期会総会
28.� 9.15� ゆうほう会総会
28.10.14� 東京支部首都圏会総会
28.10.29� 会計学友会総会
28.10.29� 経八期会総会
28.11.11� 稚内支部総会
28.11.12� 根室支部総会
28.11.25� 旭川支部総会
29.� 1.11� 豊陽会総会
29.� 1.11� 北門会総会
29.� 2.17� 木端会総会
29.� 2.18� 北杜会総会
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平成28年度
収支決算書

平成29年度
予算

監査報告書

　私ども会計監事は、北海学園大学同窓会の平成28年度（平成28年4月1日〜平成29年3月31日）
収支決算書について監査を行った結果、下記の通り報告致します。

記
1．会計帳簿は、記載すべき事項を正しく記載し、収支決算書の記載と合致していることを認めます。
2．金銭出納簿、その他会計関係諸記録は、その状況を正しく示していることを認めます。
3．事業計画に基づき業務遂行がなされ、また、幹事会も適切に運営・実施されていることを認めます。

以上

北海学園大学同窓会
　　会長�森本�正夫�殿

平成29年5月8日

監事　
　　　氏名

監事　
　　　氏名

監事　
　　　氏名
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クラブ・サークル活動通信 卒業生、サークルOB・OGの皆さん、
応援よろしくお願いします！

【文学会】会長　前田　彩那　人文学部日本文化学科　3 年

　こんにちは。北海学園大学文学会です。文学会はその名の通り文学をするサークルです。と紹介すると固いサークルだと思われがち
なのですが、非常に個性豊かな面々が揃っています。会員の中には大学に入ってから創作を始めたという方も多く、いつもみなで和気
藹々と執筆に励んでいます。
　文学会では年に 4回、部誌『未界』を発行しています。写真は製本作業をしている
ところです。『未界』に寄せられる会員達の作品は、小説だけではなく詩や短歌なども
あり毎号見逃せないものとなっています。また、それぞれ好きなジャンル、得意なジャ
ンルが異なるため、ファンタジーやミステリー、青春ものなど、様々な作品を読むこと
ができます。部誌発行後に合評会を開いて作品を振り返ることも大事な活動の一つで
す。互いの作品を読み合うことで文章力を磨いたり、新たなジャンルに挑戦してみたり
することができるのが文学会の魅力と言っていいでしょう。
　『未界』の号数も 160 を超えました。OB・OGの方々が紡いできた文学会という物
語をこれからも大切に、私達の手で続きを書き綴っていきたいと思います。これからも
応援の程よろしくお願いいたします。

「国際会議場・図書館棟西側玄関」
川田　裕之　作

プロフィール：経済学部経営学科　平成5年卒業

キャンパスキャンパスキャンパス
vol.3

住所等変更届についてのお願い
会員の皆様に、お名前、ご住所、勤務先等に変更が生じた場合は、
お手数でもFAX・ホームページ、または同封の「住所等変更届ハ
ガキ」にて同窓会事務局までお知らせくださいますようお願いいた
します。個人情報は同窓会活動以外には使用いたしません。

事務局からのお知らせ

北海学園大学同窓会
〒062-8605　札幌市豊平区旭町4丁目1-40
TEL：011-841-1161（内線1148・1168）　FAX：011-816-1001
E-Mail：doso.hgu@k8.dion.ne.jp　
ホームページ：http://www.hgu-dousoukai.org/

◆訃報
小野　道男　氏
昭和29年経済学部卒業
同窓会監事（昭和29年、32年〜34年）
同窓会幹事（昭和30年〜31年、35年〜53年）
同窓会評議員（昭和54年〜平成27年）
平成29年3月23日逝去（90歳）
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

平成29年度（下半期）　行事予定
10 月 第 10回ホームカミングデー（10/7）

全国支部長会議（10/28）
総会・懇親会「同窓の夕べ」（10/28）

3月 卒業祝賀会（3/21）

支部再開にご協力をお願いします
　現在、留萌支部と室蘭支部が支部長不在のため休止してお
ります。
　一日も早く支部を再開するため、留萌管内、胆振管内に在
住の方で、支部再開にご協力をいただける方がいらっしゃい
ましたら同窓会事務局TEL：011-841-1161（内線1148・
1168）までご一報くださいますようお願いいたします。

【陸上競技部】主将　杉野　貴之　経営学部経営学科　3 年

　こんにちは。北海学園大学陸上競技部です。僕たちは、全国大会出場や北海道インカレ入賞を目標に男子 44名、女子 9名、計 53
名で活動しています。練習は週に 3回で主に円山競技場や河川敷で活動を行っています。週に 3回という少ない練習の中で、いかに
効率よく競技力を向上できるかを常に短距離ブロック長や、長距離ブロック長を中心に、考えて練習を行っています。また、練習の無
い日には自分自身で課題を把握し、自主的に練習に取り組んでいます。その結果、今年の北海道インカレでは、200M、100Mハード

ル、4× 100Mリレー、三段跳び、走高跳、10000Mの 6 種目で入賞し、そのうち
100Mハードルと走高跳では、1位入賞し、2年連続で全国大会出場を決めました。今
後も多くの入賞者や全国大会出場者を輩出できるよう、日々の練習に一生懸命取り組ん
でいきます。
　北海学園大学陸上競技部は、今年で創立 64年になります。陸上競技部のOB・OG
の方々が、築き上げてきた伝統をしっかり受け継ぎ、より発展・成長していけるように
これからも部員一丸となって練習や大会等に取り組んでいきます。今後とも応援のほど
よろしくお願いいたします。
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